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子
育
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ボ
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テ
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ズ
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ラ
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催
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リ
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マ
ス
会

笑
顔
と
が
ん
ば
り
の
町

広
報
お
の
ま
ち
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　小野町議会議員として８年間、小野町農業委員
会委員として９年間歴任されました。在職中は議
会改革特別委員会委員長として「通年議会の導入」
をはじめ、農業委員会長職務代理者を務めるなど
議会改革および農政の普及推進に大きく貢献され
ました。

　小野町功労者表彰式が11月23日、多目的研修集会施設で行われました。
　功労者表彰は、小野町表彰条例に基づき、小野町の政治、教育、文化などの振興に寄与され
た方々、または多くの人の模範と認められる行為があった方々に対して授与されるものです。
　今回表彰を受けられたのは、特別功労１人、功労２人、善行3人1団体で、次の方々です。

小 野 町 功 労 者 表 彰 式
～永年の功績をたたえ～

宇佐見留男さん　（64歳・湯沢）

特別功労
町政振興功労

謝辞を述べる宇佐見留男さん
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　小野町選挙管理委員会委員として４年間、委員
長として４年間歴任されました。在職中は長年の
経験と卓越した識見により民主政治の健全な発展
に大きく貢献されました。
　さらには投票率の低下が懸念されるなか、積極
的な啓発活動などにより若年層の投票率向上、有
権者の投票総参加の普及にご尽力されました。

草野榮雄さん　（72歳・塩庭一区）

功労
町政振興功労

　子育て支援に役立てたいと、当町に100万円を寄
付いただきました。

東新電気工業株式会社
（代表：代表取締役・先﨑元勝さん）

善行
衆人模範

　継続的な献血事業への協力（計71回）により当町
の献血事業および医療分野へ大きく貢献されまし
た。

郡司芳美さん　（61歳・飯豊上）

善行
衆人模範

　平成８年度から20年間にわたり飯豊バレース
ポーツ少年団指導者として子どもたちの健全育成
と少年団の育成指導に大きく貢献されました。
　さらには競技指導だけではなく指導者養成にも
ご尽力され、スポーツ少年団の発展、当町のスポー
ツ振興に大きく貢献されました。

吉田重成さん　（48歳・飯豊上）

善行
衆人模範

　平成２年度から26年間にわたり小野町水泳ス
ポーツ少年団指導者として子どもたちの健全育成
と少年団の育成指導に大きく貢献されました。
　さらには平成８年度からスポーツ推進委員とし
て各種水泳大会や水泳教室の講師を務めるなど当
町のスポーツ振興にご尽力されました。

渡邉寿一郎さん　（49歳・仲町）

善行
衆人模範

　小野町選挙管理委員会委員として６年１カ月間、
委員長職務代理者として４年間歴任されました。
在職中は長年の経験と卓越した識見により選挙の
適正な管理執行などに大きく貢献されました。
　さらには積極的な啓発活動などにより若年層の
投票率向上、有権者の投票総参加にご尽力されま
した。

櫛田京子さん　（69歳・中通）

功労
町政振興功労
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1区　上遠野澄枝選手
2区　音部広宣選手
3区　橋本楓真選手
4区　星龍晴選手

5区　長谷川勇太選手
6区　吉田悟志選手
7区　齊藤盛選手
8区　郡司遼太郎選手

  9区　清野里那選手
10区　先﨑洋樹選手
11区　吉田早希選手
12区　野中永選手

13区　吉田正宏選手
14区　長谷川健人選手
15区　長久保真望選手
16区　高橋尚悟選手

　

第
28
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）が
11
月
20

日
、
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
白
河
総
合

運
動
公
園
）陸
上
競
技
場
か

ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16
区

間
、
95
・
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
場

の
ス
タ
ン
ド
や
沿
道
に
は
、

の
ぼ
り
旗
や
小
旗
を
持
っ
た

応
援
団
が
町
か
ら
大
勢
駆
け

付
け
、
選
手
た
ち
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第28回市町村対抗福島県縦断駅伝大会
奮闘！小野町チーム

あきらめない粘りの走り！

総合41位　町の部21位
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成績表

区間 コース 距離
（km） 選手名 記録

1 しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場 ⇒ サンフレッシュ白河・大沼体育館前 4.0 上遠野澄枝 14分02秒
2 サンフレッシュ白河・大沼体育館前 ⇒ 泉 崎 さ つ き 公 園 前 8.2 音部　広宣 26分45秒
3 泉 崎 さ つ き 公 園 前 ⇒ 矢 吹 町 役 場 内 5.8 橋本　楓真 20分13秒
4 矢 吹 町 役 場 内 ⇒ 鏡石町・鳥見山陸上競技場内 7.3 星　　龍晴 28分41秒
5 鏡石町・鳥見山陸上競技場内 ⇒ 須 賀 川 土 木 事 務 所 前 6.7 長谷川勇太 23分43秒
6 須 賀 川 土 木 事 務 所 前 ⇒ 郡山市・ゼノアック日本全薬工業（株）前 8.3 吉田　悟志 30分05秒
7 郡山市・ゼノアック日本全薬工業（株）前 ⇒ 郡山市・郡山総合体育館前 5.2 齊藤　　盛 19分16秒
8 郡山市・郡山総合体育館前 ⇒ 郡山市・郡山北工業高校内 4.1 郡司遼太郎 14分52秒
9 郡山市・郡山北工業高校内 ⇒ 平和記念郡山こどものもり公園入口 3.0 清野　里那 12分46秒

10 平和記念郡山こどものもり公園入口 ⇒ 本宮市・㈱白岩屋商店前 9.3 先﨑　洋樹 31分40秒
11 本宮市・㈱白岩屋商店前 ⇒ 大玉村・㈱イイジマ前 3.9 吉田　早希 15分27秒
12 大玉村・㈱イイジマ前 ⇒ 二 本 松 市 役 所 内 7.0 野中　　永 25分44秒
13 二 本 松 市 役 所 内 ⇒ 二本松市・安達支所内 4.8 吉田　正宏 18分22秒
14 二本松市・安達支所内 ⇒ 福島市・松陵中学校前 5.7 長谷川健人 21分48秒
15 福島市・松陵中学校前 ⇒ 福 島 大 学 入 口 3.4 長久保真望 14分14秒
16 福 島 大 学 入 口 ⇒ 福 島 県 庁 前 8.4 高橋　尚悟 35分01秒

総　合　　52市町村中41位（52市町村中31位）
95.1 5時間52分39秒

（5時間41分06秒）町の部　　29町中21位（29町中13位）　　　　
※（　）内は前回大会

　

今
年
の
小
野
町
チ
ー
ム
は

１
区
の
上
遠
野
澄
枝
選
手
と

２
区
の
音
部
広
宣
選
手
の
田

村
高
校
コ
ン
ビ
で
序
盤
か
ら

好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
後

も
、
要
所
と
な
る
区
間
で
中

学
・
高
校
生
の
活
躍
が
光
り

ま
し
た
。
ま
た
選
手
全
員
が

小
野
町
チ
ー
ム
の
持
ち
味
で

あ
る
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
粘
り
の
走
り
を
貫
き
、
総

合
41
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

レ
ー
ス
後
、
上
遠
野
正
明

監
督
か
ら「
今
年
も
中
学
・

高
校
生
が
頑
張
っ
て
く
れ

た
。
大
会
出
場
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
順
位
を
上
げ
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

町
の
部
入
賞
を
目
標
に
、
来

年
に
向
け
て
チ
ー
ム
力
の
向

上
を
図
り
た
い
」と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
選
手
を
は
じ
め
と
す
る

小
野
町
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、

長
期
間
に
わ
た
り
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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1_オープニングセレモニー／2_観光大使のエソラビトさんのステージ／3_観光大使のkaho*さんのステージ／4_町内の皆さ
んの作品が展示された屋内の会場／5_福島ホープスチアリーダーのパフォーマンス／6_観光大使の紅晴美さんのステージ／
7_小町夢太鼓／8_小野中学校吹奏楽部の演奏／9_披露されたキッチンカーと小野高校のブース

　

小
野
町
の
文
化
と
産
業
の

祭
典「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」が
10
月
29
日
と
30
日

に
小
野
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
村
地
区
商
工

会
青
年
部
連
絡
協
議
会
お

よ
び
一
般
社
団
法
人
田
村

青
年
会
議
所
主
催
に
よ
る

「
や
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
」が
同
時

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
万
５
千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
、
小
野
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
で
幕
が
開
か
れ
、

パ
チ
ッ
コ
リ
ン
の
お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
や
福
島
ホ
ー
プ
ス
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
観
光
大
使
の
紅
晴
美

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

30
日
は
、フ
レ
ア
い
の
バ
ー

テ
ン
ダ
ーY

O
K

O
T

A

さ
ん

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
動
物

戦
隊
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
観
光
大
使

の
エ
ソ
ラ
ビ
ト
さ
ん
、kaho*

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
や
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
」で

は
、
田
村
地
区
の
職
業
体
験

や
歴
史
パ
ネ
ル
の
展
示
、
ご

当
地
グ
ル
メ
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

屋
外
に
は
警
察
署
や
消
防

署
、
自
衛
隊
の
コ
ー
ナ
ー
、

小
野
高
校
の
ブ
ー
ス
で
は
町

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
初
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

ブ
ー
ス
が
並
び
、
屋
内
に
は

各
種
団
体
や
一
般
の
方
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

13 2

46 5

789
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町
で
は
米
の
消
費
拡
大
運
動
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
町

内
の
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
ご

は
ん
食
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に「
米
の
消

費
拡
大
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
８
人
の
児
童
が
入

賞
さ
れ
、
10
月
30
日
に
小
町
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
力
作
揃
い
で
、
お
米

や
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
な
ど
を
再
確

認
し
た
成
果
が
作
品
に
表
れ
て
い
ま

し
た
。

　

受
賞
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
28
年
度
小
野
町「
米
の
消
費
拡

大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞

　

遠
藤　
　

祥（
浮
金
小
３
年
）

▽
優
秀
賞

　

吉
田　
　

翔（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

石
井　
　

颯（
夏
井
一
小
２
年
）

元
気
い
っ
ぱ
い
朝
ご
は
ん

平
成
28
年
度
米
の
消
費
拡
大

推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
上
麻
莉
菜（
小
野
新
町
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞

　

長
久
保
梨
桜（
小
野
新
町
小
６
年
）

▽
優
秀
賞

　

村
上
茉
奈
美（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

中
野　
　

葵（
小
野
新
町
小
５
年
）

　

長
谷
川
海
斗（
浮
金
小
５
年
）

高
品
質
な
農
作
物
が

　
　
　
　
　
　

勢
ぞ
ろ
い

平
成
28
年
度
農
作
物
品
評
会

　

農
家
の
皆
さ
ん
の
生
産
意
欲
の

向
上
と
、
地
元
産
の
農
作
物
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
28
年
度

農
作
物
品
評
会
が
、
10
月
29
日
と

30
日
に
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
長
雨
や
日
照
不
足
の

影
響
で
例
年
よ
り
も
育
成
状
況
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
97
点
の
さ

ま
ざ
ま
な
作
物
の
出
品
が
あ
り
、

前
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で
は

県
、
農
協
関
係
者
の
厳
正
な
審
査

の
も
と
、
福
島
県
知
事
賞
ほ
か
各

賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
物
は
、
い
ず
れ

も
農
家
の
皆
さ
ん
の
技
術
の
高
さ

が
う
か
が
え
、
高
品
質
な
も
の
ば

か
り
で
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、
称
賛
の
声
が
聴
こ
え
て
い

ま
し
た
。

　

地
産
地
消
が
叫
ば
れ
て
30
年
以

上
が
経
ち
ま
す
が
、
食
生
活
の
変

化
に
よ
る
栄
養
素
・
ミ
ネ
ラ
ル
バ

ラ
ン
ス
の
か
た
よ
り
を
解
消
す
る

た
め
、地
元
産
の
作
物
を
摂
取
し
、

健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
、
も

う
一
度「
お
の
ま
ち
の
農
作
物
」を

見
直
し
、
食
生
活
に
取
り
入
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

　

受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
福
島
県
知
事
賞

　

二
瓶　

清
光（
仲
町
）

　
【
白
菜
】

▽
町
長
賞

　

榊
原　

貞
治（
谷
津
作
）

　
【
ネ
ギ
】

　

佐
藤　

一
子（
飯
豊
下
）

　
【
里
イ
モ
】

　

長
久
保
令
子（
浮
金
）

　
【
長
イ
モ
】

　

佐
藤　

光
重（
小
野
山
神
）

　
【
ニ
ン
ニ
ク
】

▽
町
議
会
議
長
賞

　

草
野　

優
子（
谷
津
作
）

　
【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
】

　

先
﨑　
　

薫（
飯
豊
下
）

　
【
大
根
】

　

根
本　

井
吉（
吉
野
辺
）

　
【
ネ
ギ
】

　

藤
井　
　

崇（
浮
金
）

　
【
ニ
ン
ジ
ン
】

▽
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

吉
田　

義
貞（
飯
豊
下
）

　
【
白
菜
】

　

二
瓶　

三
郎（
飯
豊
中
）

　
【
ニ
ン
ニ
ク
】

　

郡
司　

富
子（
小
戸
神
）

　
【
サ
ツ
マ
イ
モ
】

　

吉
田　

政
美（
上
羽
出
庭
）

　
【
タ
マ
ネ
ギ
】

1_低学年の部で最優秀賞を受賞した遠藤祥さん(浮金小) ／2_高学年の部で最優秀賞を
受賞した長久保梨桜さん(小野新町小)

２ １

1・2_福島県知事賞を受賞した二瓶清光さんと「白菜」
２ 1
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今
年
も
幼
児
・
小
中
学
生
の

作
品
や
寿
大
学
受
講
生
の
作
品

な
ら
び
に
芸
文
協
加
盟
の
各
団

体
の
作
品
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
菊
花
展
や
盆
栽
展
な
ら

び
に
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
に
お

け
る
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

盆
栽
展

▽
小
野
町
長
賞

　

遠
藤　

正
男（
小
野
赤
沼
）

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

阿
部　

幸
二（
荒

町
）

▽
小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

大
樂　

政
義（
大

八
）

▽
福
島
民
報
社
賞

　

吉
田
喜
一
郎（
平

舘
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

松
本　

春
男（
反

町
）

▽
小
野
町
芸
術
文
化
団
体
連
絡

　

協
議
会
長
賞　

　

遠
藤
サ
ト
子（
小
野
赤
沼
）

　

菊
花
展

【
三
本
立
て
盆
養
の
部
】

▽
小
野
町
文
化
祭
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

▽
小
野
町
長
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯

沢
）

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

宇
佐
見
重
子（
湯

沢
）

▽
小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

常
恒　
　

武（
塩
庭
二
区
）

▽
田
村
医
師
会
長
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

▽
島
貫
整
形
外
科
医
院
理
事
長
賞

　

鈴
木　

好
吉（
塩
庭
一
区
）

▽
さ
い
と
う
医
院
長
賞

　

吉
田　

勝
二（
和
名
田
）

▽
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院

　

理
事
長
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

▽
医
療
法
人
慶
信
会
石
塚
醫
院

　

菊
の
女
王
賞

　

常
恒　

文
子（
塩
庭
二
区
）

▽
橋
本
医
院
長
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

▽
医
療
法
人
誠
励
会
ひ
ら
た
中
央

　

病
院
理
事
長
賞

　

田
村　

正
良（
上
羽
出
庭
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯

沢
）

【
ダ
ル
マ
の
部
】

▽
く
さ
の
交
通
社
長
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

▽
福
島
中
央
森
林
組
合
長
賞

　

宗
方
不
二
男（
夏

井
）

▽
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

【
福
助
つ
く
り
の
部
】

▽
福
島
民
報
社
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯

沢
）

【
そ
の
他
の
部
】

▽
医
療
法
人
誠
励
会
ひ
ら
た
中
央

　

病
院
理
事
長
賞

　

宗
方
不
二
男（
夏

井
）

▽
さ
い
と
う
医
院
長
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

▽
島
貫
整
形
外
科
医
院
理
事
長
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

【
盆
栽
の
部
】

▽
橋
本
医
院
理
事
長
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

▽
小
野
町
菊
花
愛
好
会
長
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

【
一
輪
切
り
花
の
部
】

▽
く
さ
の
交
通
社
長
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

▽
小
野
町
商
工
会
長
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

▽
金
賞

　

中
川　
　

実（
塩
庭
二
区
）

　

伊
藤
喜
努
子（
谷
津
作
）

　

会
田　
　

昇（
上
羽
出
庭
）

力
作
を
出
品

　

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

▽
小
野
町
長
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

　

草
野　

倉
治（
皮
籠
石
え
び
す
会
）

　

佐
藤　

登
久（
反
町
亀
鶴
会
）

▽
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

吉
田　

冨
雄（
飯
豊
愛
友
会
）

　

猪
狩
八
重
子（
仲
町
百
寿
会
）

　

大
楽
千
枝
子（
反
町
亀
鶴
会
）

▽
小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

松
浦　

正
恵（
仲
町
百
寿
会
）

　

宮
本　

静
子（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

　

大
竹
タ
ツ
ヨ（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）

▽
日
赤
福
島
県
支
部
長
賞

　

齋
藤
八
瑛
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

▽
日
赤
県
中
地
区
長
賞

　

佐
藤　

英
夫（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

▽
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

渡
辺　

富
美（
荒
町
・
横
町
高
砂
会
）

▽
福
島
民
報
社
賞

　

吉
田　

和
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

会
田　

宏
一（
吉
野
辺
睦
会
）

▽
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

　

村
上　

正
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

深
井　

勝
利（
飯
豊
愛
友
会
）

　

郡
司　

源
一（
谷
津
作
長
寿
会
）

▽
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
賞

　

横
田
キ
ク
ヨ（
本
町
長
寿
会
）

　

斉
藤
千
鶴
子（
夏
井
福
寿
会
）

　

大
竹　

雄
子（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）

▽
小
野
町
商
工
会
長
賞

　

中
野　

フ
ク（
皮
籠
石
え
び
す
会
）

　

吉
田
タ
カ
子（
飯
豊
愛
友
会
）

　

石
井　

勝
利（
浮
金
長
寿
会
）

▽
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

西
牧　

源
吾（
浮
金
長
寿
会
）

　

渡
辺
ハ
ツ
代（
湯
沢
愛
友
ク
ラ
ブ
）

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
し
あ
わ
せ
会
）

▽
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

矢
吹　

泰
良（
本
町
長
寿
会
）

　

大
内　

良
子（
荒
町
・
横
町
高
砂
会
）

　

草
野　

芳
光（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

草
野　

優
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

趣 

味 

の 

会（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

　

吉
田　

重
良（
飯
豊
愛
友
会
）

　

宗
像　

孝
子（
浮
金
長
寿
会
）

　

志
比
奈
保
子（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

　

大
竹　

雄
子（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）
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　結婚支援の一環として今年度から「小野町結婚世話や
き人」の養成を開始しています。
　結婚世話やき人とは、結婚のことで助けを必要とす
る地域の相談者へのお世話やきとして、支援活動をボ
ランティアで行う方々です。
　小野町結婚世話やき人募集説明会が10月27日、多目
的研修集会施設で行われ、34人が参加し「現代の結婚事業と結婚支援活動のポイント」をテーマに結婚を取り
巻く環境や活動の概要などの説明を熱心に聴いていました。世話やき人の活動に賛同して、世話やき人に登
録申請された方が10人となり、申請者を対象とした第１回研修会が11月11日、子育て支援課キッズルーム
で行われ、結婚世話やき人として活動するための注意事項などを確認しました。
　結婚世話やき人に登録し、活動される方々は次のとおりです。（敬称略）

問子育て支援課　☎72-2212

結婚・子育て支援のために

小野町結婚世話やき人養成

■小野町結婚世話やき人登録者名簿
登録No. 氏 名 行 政 区 電話番号 登録No. 氏 名 行 政 区 電話番号

１ 國分　喜正 飯 豊 下 72-2579 ６ 水野　正廣 反 町 72-5430
２ 吉田　代吉 小野山神 72-5940 ７ 岩塚　幸博 湯 沢 72-5551
３ 村上　　久 飯 豊 上 73-2408 ８ 折笠　四郎 本 町 72-5210
４ 宗像　　梢 谷 津 作 61-6989 ９ 荻野　和美 雁 股 田 72-5109
５ 先﨑　文男 大 八 72-3110 10 松本　幸一 湯 沢 72-5062

世話やき人募集説明会の様子

「小野町笑顔とがんばり子育て応援金」を贈呈

応援金の贈呈を受けた皆さん

　町では、子育て支援策の一環として、次代を担
う新たな町民の誕生を町をあげて祝福するととも
に、お子さんの健やかな成長と町勢の発展を目的
とし、平成25年度から「笑顔とがんばり子育て応
援金」を贈呈しています。応援金は第１子に10万
円、第２子に15万円、第３子以降に20万円が贈ら
れます。
　第19回「小野町笑顔とがんばり子育て応援金贈
呈式」が10月31日、母子健康センターで行われ、
今回までに受給資格を満たされた方と本年度８月から９月までに生まれたお子さんを養育されている保護者
19人に応援金と町有林の間伐材を使用して作成したキッズチェアー「おめでたいっすー」が贈呈されました。
　また乳児期からの読書の重要性を広く知っていただけるように今回から「ブックスタート事業」として、赤
ちゃんに絵本２冊と絵本バッグのセットが贈呈されました。
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吉田勝人さん（反町）が
秋の叙勲「瑞宝双光章」を受章

学校教育行政への多大な功績

受章した吉田さん（右）と町長

草野紀さん（反町）が法務大臣表彰を受賞

人権擁護委員活動に尽力

受賞した草野さん（右）と町長

榊原さん（谷津作）と先崎さん（夏井）が
小野町教育委員会委員に再任

　小野町教育委員会委員の任期満了に伴い、榊原
貞治さんと先崎千吉子さんが選任（再任）されまし
た。任期は、平成28年11月５日から平成32年11
月４日までの４年間になります。
　教育委員会は、教育行政における重要事項や基
本方針を決定する機関であり、その委員は議会の
同意を得て、町長が任命します。お二人の今後ま
すますのご活躍をご期待します。
■小野町教育委員会委員（敬称略）
　榊原　貞治（谷津作）
　先崎千吉子（夏 井）

榊原貞治さん 先崎千吉子さん

　内閣府から秋の叙勲が11月３日に発令され、吉田勝人
さん（反町）が「瑞宝双光章」を受章されました。これは、
永年にわたる学校教育行政への功績に対し授与されたも
のです。
　吉田さんは、英語教諭として郡山第二中学校を振り出
しに、浮金中学校教頭、関本小学校校長、三春中学校校
長などを歴任し、37年間義務教育に携わり、また退職後は小野町教育委員会教育長として８年３カ月務めら
れ、教育振興の発展にご尽力されました。
　今後とも、豊富なご経験を生かし、ますますのご活躍をご期待します。このたびの受章、誠におめでとう
ございます。

　人権擁護委員の草野紀さん（反町）が10月17日、法務省
で法務大臣表彰を受賞されました。
　人権相談や小学校での「人権教室」の開催、人権啓発活
動を積極的に取組むほか、就任当初から郡山人権協議会
において事務局を務めるなど、永年にわたり人権擁護委
員活動にご尽力され職務上の功績が顕著であることから
今回受賞されました。

　また10月28日に草野さんが町長室を訪れ、町長へ受賞の報告を行いました。今後もますますのご活躍を
お祈りします。このたびの受賞誠におめでとうございます。
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　小野町放課後子ども総合プラン運営委員会の委嘱状
交付式ならびに委員会が10月31日、子育て支援課キッ
ズルームで行われました。委員会では次代を担う人材
を育成するため、すべての児童が放課後などを安全・
安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができる
よう放課後子ども教室（夏井一小・飯豊小）と放課後児童クラブ（小野新町小）の実施計画や活動状況などにつ
いて協議が行われました。
　委員の皆さんは次の方々です。（敬称略）
■小野町放課後子ども総合プラン運営委員（任期：平成28年10月１日から平成30年３月31日まで）
　有賀　仁一（小 野 新 町 小 学 校 長）
　橋本　幸夫（飯 豊 小 学 校 長）
　逸見　健二（夏 井 第 一 小 学 校 長）
　齋藤　英子（小 野 町 社 会 教 育 委 員）
　先崎千吉子（小 野 町 主 任 児 童 委 員）
　𠮷田　君子（小 野 町 主 任 児 童 委 員）

次代を担う人材育成のために

小野町放課後子ども総合プラン運営委員会
委嘱状交付式

　辺見　俊勝（小野新町小学校PTA会長）
　吉田　和男（飯 豊 小 学 校 P T A 会 長）
　鈴木　貴司（夏井第一小学校PTA会長）
　宗像　　梢（小野町放課後児童クラブ利用保護者）
　吉田　吉広（小野町教育委員会教育課長）
　鈴木　　稔（子 育 て 支 援 課 長）

　小野町次世代育成支援行動計画審議委員会が11月14
日、多目的研修集会施設で開かれました。町長から各
委員に委嘱状が交付され、引き続き会議が行われまし
た。
　次世代育成支援行動計画審議委員会は町の次世代を
担う子どもたちの健全育成や子育て支援を推進するた
め、町の計画やその進捗状況について審議する機関で

す。審議委員会の委員は、児童福祉や教育・子育て支援などの関係者により構成され、今回の会議では平成
27年度から31年度まで５年間の計画である「小野町子ども・子育て支援計画」の進捗状況について町長から
諮問を受け審議されました。
　委員の皆さんは次の方々です。（敬称略）
■小野町次世代育成支援行動計画審議会委員（任期：平成28年４月１日から平成31年３月31日まで）
委 員 長　髙橋　秀章（小 野 町 小 中 学 校 長 会 長）
副委員長　大千里廣子（小野町母子保健推進員会長）
委 員　宍戸　　毅（中央さくら保育園保護者会長）

〃 　吉田　和男（小 野 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 長）
〃 　佐久間金治（学 識 経 験 者）
〃 　吉田三枝子（子育て支援団体キッズクラブ会長）

委員会の様子

健全育成や子育て支援のために

小野町次世代育成支援行動計画審議委員会

審議会の様子

委 員　先崎千吉子（小 野 町 主 任 児 童 委 員）
〃 　𠮷田　君子（小 野 町 主 任 児 童 委 員）
〃 　上遠野芳勝（小 野 町 社 会 福 祉 協 議 会）
〃 　池上　　滋（東邦銀行小野支店副支店長）
〃 　中原　智子（中 央 さ く ら 保 育 園 長）
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防犯の功労を称え表彰

第37回全国地域安全運動福島県民大会

　第37回全国地域安全運動福島県民大会が11月２
日、南相馬市で開かれました。大会では、地域安全
活動に功労のあった個人や団体の表彰が行われ、小
野町からは５人の方が受賞されました。
　今後とも、安全・安心なまちづくりへのご協力を
お願いします。
　受賞者の方々は次のとおりです。（敬称略）
■全国防犯協会連合会長表彰（防犯栄誉銅章）
◎防犯功労者
・阿部　君江（本町）
■福島県防犯協会連合会長・福島県警察本部長表彰
◎防犯功労者
・横田キクヨ（本町）

■福島県防犯協会連合会長表彰
◎地域安全運動標語入選者

【優秀賞】
『挨拶で　笑顔あふれる　いい街に』
・秋田　らん（小野高校１年）

【佳作】
『お名前は？　最初に聞こう　電話口』
・根本　菜 （々小野高校３年）

『「オレオレ」を　防ぐ家族の　「愛」言葉』
・村上　麗奈（小野高校１年）

小野町文化・体育振興基金へご寄付ありがとうございました

チャリティーカラオケ実行委員会の皆さん

　このたび「小野町元気だよ！チャ
リティーカラオケ実行委員会」から
文化・体育振興基金と社会福祉協
議会にご寄付をいただきました。
　これは、町内のカラオケ愛好者
の皆さんが合同で発表会を行うこ
とにより、町を元気にしようと開
かれているもので、本年度で５回
目となります。
　皆さんのご厚情に対し、紙上より厚くお礼申し上げます。
　小野町文化・体育振興基金は、町の文化や体育の振興と充実をはかるために個
人や団体からの寄付により積み立てている基金です。
　この基金は、小・中・高校生の全国大会出場時の激励金や表彰、町の社会体育
団体や芸術文化団体、スポーツ少年団への補助や活動費に、有効に活用させてい
ただいています。
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交通事故の根絶に向けて

第７回田村地方交通安全大会
　第７回田村地方交通安全大会が11月９日、田村市文化センターで開かれました。
　この大会は、田村警察署管内の交通安全団体が参加し、飲酒運転の防止や交通事故のない地域実現に取り
組むことを目的に開かれているもので、本大会では交通事故の根絶に向けて、交通安全活動に取り組んでい
くことを誓う大会宣言が採択されました。大会では、小野町を代表して会田海斗さん（飯豊小６年）が「自転
車と交通安全」と題し、交通安全に関する意見を発表しました。
　また日頃から交通安全に貢献している個人や団体が表彰されました。町の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

■東北管区警察局長・東北交通安全
　協会長連名表彰
◎優良運転者
・郡司　　一（平 舘）
■全日本交通安全協会長表彰交通栄
　誉章「緑十字銅章」
◎交通安全功労者
・阿部　重吉（塩庭一区）
◎優良運転者
・会田　　功（仲 町）
・宗像伊津子（飯 豊 上）

■田村地方交通安全対策推進協議会長・田村警察署長・田村地区交通
　安全協会長連名表彰
◎交通功労者
・吉田　公一（和 名 田）
・荻野　治美（谷 津 作）
◎優良運転者
・森田　　厚（夏 井）
・森田　純一（平 舘）
・吉田　浩祥（菖 蒲 谷）
・草野　知子（皮 籠 石）
・横澤とし子（飯 豊 下）

◎交通安全優良校
・小野町立小野中学校
◎交通安全優良団体
・田村地区交通安全協会小野支部
　夏井分会

■田村警察署長・田村地区安全運転
　管理者協会長・安全運転管理田村
　事業主会長連名表彰
◎優良安全運転管理者
・株式会社リフレクシダ　櫛田晃祐
◎交通安全優良事業所
・有限会社鈴木工務店
・アルパインマニュファクチャリング
　株式会社小野町工場
・イハラ建成工業株式会社郡山事業所
・社会福祉法人田村福祉会特別養護
　老人ホームこまち荘

■田村地区交通安全協会長・田村警察署長連名表彰
◎交通安全ポスターコンクール入選者

【優秀賞】
・吉田　玲央（夏 井 一 小２年）
・石井　亜晄（夏 井 一 小３年）
・藤井万佑子（浮 金 小６年）
・西牧　亜実（小野新町小６年）

【佳　作】
・今泉　一耀（夏 井 一 小２年）
・根本　大護（夏 井 一 小２年）
・大和田柚実（浮  金  小３年）
・木村　心音（夏 井 一 小３年）
・橋本　弥稀（夏 井 一 小３年）
・村上茉奈美（小野新町小４年）

・吉田　咲穂（飯 豊 小５年）
・宗像　歩実（小野新町小５年）
・今泉　璃久（夏 井 一 小６年）
・大竹　拓夢（小野新町小６年）
・先﨑　琉雲（夏 井 一 小６年）

意見発表する会田海斗さん 交通安全パレードに参加する小野町交通安全母の会
連絡協議会の皆さん
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高柴山の美しい風景を

高柴山げんき復活大作戦！！

　阿武隈高原中部観光連絡協議会主催の「第５回高柴山
げんき復活大作戦!!」が11月６日に行われ、町内外から
約100人が参加しました。
　これは、近年害虫などによる急激な樹勢の低下が問
題になっていることから、美しい風景を復活させよう
と行われているものです。
　今回はタレントのなすびさんも応援に訪れ、参加者
と交流しながら、一株一株丁寧にヤマツツジの根元の
雑草やツルの除去などの作業を行いました。
　作業にご協力いただいた方々に、紙上より厚くお礼
申し上げます。

1_ 作業する参加者の皆

さん／ 2_ 応援に訪れた

なすびさん2

チューリップやスイセンの球根植栽

こまちみどり愛護会主催・環境美化活動

作業するボランティアの皆さん

小野町シルバー人材センターの皆さん
がボランティア活動を実施

奉仕活動をするシルバー人材センターの皆さん

1

　小野町シルバー人材センターの皆さんによる植栽の除
草や剪定が11月５日、町内の公共施設など４ヵ所で行
われました。
　この活動は、シルバー人材センター事業普及啓発促進
月間に併せて行われたもので、総勢40人がボランティ
アで参加しました。
　皆さんの豊かな知識、経験、技能を生かした素晴らし
い作業で見違えるほどきれいになりました。
　シルバー人材センターの皆さんのご活動に対し、紙上より厚くお礼申し上げます。
　また小野町シルバー人材センターでは、新規会員を募集しています。おおむね60歳以上で、今までの経験
や特技を生かしたい方や興味のある方は、下記までお問い合わせください。
問小野町シルバー人材センター　☎72-2412

　こまちみどり愛護会主催によるあぶくま高原道路小野
インターチェンジ周辺の環境美化活動が11月５日に行
われました。
　今回の活動は、800球のチューリップやスイセンの球
根と70本のアジサイの苗木を植栽し、小野インターチェ
ンジ周辺の除草作業を行いました。本年度最後の活動と

なった当日は、清々しい秋晴れに恵まれ約60人の皆さんが参加しました。作業終了後には、参加した皆さん
との交流会が行われ１年間の活動を振り返りました。
　植栽されたチューリップやスイセン、アジサイは来年の５月から６月に開花し春の景色を彩ります。
　１年間の環境美化にご尽力いただいた皆さんに、紙上より厚くお礼申し上げます。
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「速射砲ノック」を体験
宇津木妙子氏ソフトボール教室・講演会

　小野町観光大使のｋａｈｏ*さんの活動拠点であ
る横浜市戸塚区で、11月３日に開かれた「ＹＭＣ
Ａ・い～とつか祭」に、生産組合ペル・サルーテと
商工会青年部が参加しました。
　当日は、天候にも恵まれ、会場である湘南とつ
かＹＭＣＡには多くの来場者が訪れました。
　生産組合ペル・サルーテは「黒にんにく」、商工
会青年部は「おのまち小町アイスバーガー」を販売

町の観光・特産品をＰＲ
ＹＭＣＡ・い～とつか祭

し、それぞれに購入いただいたお客さんに町のパ
ンフレットや小野町産の新米（２合）をプレゼント
するなど、町の特産品や観光のＰＲをしました。
　また観光大使のエソラビトさんも会場を訪れ、
販売のお手伝いやステージイベントで「アイスバー
ガーの歌」や「黒にんにくのうた」を披露するなどた
くさんの方に、小野町をＰＲしていただきました。

特産品などをＰＲするｋａｈｏ*さんと
商工会青年部の皆さん

ＰＲ活動に訪れたエソラビトさん（中央）と
生産組合ペル・サルーテの皆さん

　宇津木妙子氏ソフトボール教室・講演会が 11 月
６日、多目的グラウンドおよびＢ＆Ｇ海洋センター
で行われました。
　ソフトボール教室では、小野町ソフトボールス
ポーツ少年団や小野中学校ソフトボール部員など
約 80 人が参加し、準備運動や基礎練習、ノックな
どのメニューが行われました。中でも、宇津木さ
んの有名な「速射砲ノック」を全員が体験し、休
む間もなく飛んでくるボールに、子どもたちは息

を切らしながらも、最後まで取り組んでいました。
　引き続き行われた講演会では「夢の実現～努力
は裏切らない～」というテーマで、ご自身の生い
立ちやオリンピック日本代表監督時代の経験から、
夢を叶えるための準備や努力をする心構え、練習
への取り組み方についてご講演いただきました。
　今回の教室や講演会を通して、子どもたちが自
分の夢や目標に向かって努力するきっかけにして
欲しいと思います。

1_ソフトボール教室に参加された皆さん／2_宇津木さんの「速射砲ノック」／3_講演会でオリンピックの経験から「夢の実現

について」語る宇津木さん

１ ２ ３
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　皆さん、初めまして。10月から小野町の地
域おこし協力隊になりました、菅

すがわら

原守
まもる

です。
　縁あって東京から来ました。平成３年生ま
れの24歳、主な趣味は音楽とお酒。クラシッ
クギターやジャズギター、ウクレレを弾いて
います。ほかにもいろいろ趣味があり、趣味
を作るのが趣味になり…。追々書いていこう
と思います。
　私の担当分野は「地域メディアを活用した
情報発信活動」です。10月は、まず町の歴史
を知ろうと、ふるさと文化の館から小野町
史を借りて地道に読み進めたり（半分を超え
ました）、定住コーディネーターの岡田さん
と移住者訪問をしたり、町をひたすら見て
回ったり。最近は「自分が使って使いやすい」

をキーワードにした小野町の地図を製作中で
す。普段は役場の企画政策課にいます。
　小野新町周辺でスーツを着て黒い自転車に
乗っている人がいたらおそらく私だと思いま
す。お気軽にお声掛けください。

　西牧フクヨさん（反町）が、11月にめでたく満100歳の誕生日を迎えられ、町から賀寿と記念品、県からは
県知事賀寿ならびに木杯、町議会および町社会福祉協議会からは花束が贈られました。
　いつまでもお幸せに過ごされますよう心からお祈りします。

新規隊員の自己紹介

百
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地 域 お こ し 活協 動力 記隊
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広 告 募 集 中
◆1号広告（タテ4.5cm×ヨコ17.8cm）
　掲載料：1回10,000円、連続6回50,000円）
◆2号広告（タテ4.5cm×ヨコ8.8cm）
　掲載料：1回5,000円、連続6回25,000円）
※いずれも一色刷り

◆申し込み方法
　町公式ウェブサイトで「広告掲載申
込書」をダウンロードし、必要事項を
記入の上、必要書類を添付して総務課
までお申し込みください。 詳しくは

総務課まで!!

☎72-2111

長久保　英夫

●和名田出身
●埼玉支部

ながくぼ・ひでお

"やさしい思い出"と"スポーツ少年団"

　私の子ども時代は、夏井第二小学校から夏
井中学校と、生家のある和名田で送りました。
戦後の混乱の時代なので、食べ物も充分では
ありませんでした。また学校で使う教材も全
部は買ってもらえず、先輩から譲り受けたり
したものもありました。
　そんな中で、私にも楽しい思い出がたくさ
んありました。親の使いで近所に用足しに行
くことがあり、近所のおばちゃんたちが｢お
だんごを作ったから」｢てんぷらを揚げたから｣
｢食べて行きな｣と私に言ってくれて、おいし
くいただいた思い出は今でも忘れることがで
きません。その子ども時代のうれしかった“や
さしい思い出” が、私の原点です。
　埼玉県川口市には、20歳から住み始め、24
歳の頃に町内会の子どもたちと遊ぶことが多
くなりました。みんなでキャンプに行ったり、
少年野球・ポートボール・ラジオ体操などを
しました。最も楽しかったのは、キャンプファ
イヤーでした。また子どもたちと一緒に30人
ほどで｢日高山｣にハイキングに行き、引率の

大変さを経験しました。
　30年位前、自分の子どもがミニバスケッ
トを始め、それが縁で今は｢青木中央ミニバ
スケットクラブ｣という地元チームの団長（代
表） をしています。女の子を含めて子どもた
ちが35人いますが、試合に勝つだけではなく、
脱いだ靴をきちんと揃えられること、あいさ
つができることなど、スポーツ少年団として
の礼儀についても指導しています。毎年、春
はハイキング、夏は合宿、秋はバーベキュー、
冬はクリスマスおよび卒団式などをしていま
す。またクラブの関係で、公民館活動も行っ
ていて、文化祭などのさまざまな行事に参加
しています。
　私のふるさと小野町大字和名田の優しい思
い出が、今の私の人生を作ってくれたのだと
思っています。ふるさとには大感謝です。

ふれあい通信

ふるさと小野町会
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保
育
参
観
が
10
月
21
日
、

小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
育
参
観
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
。
登
園
後
の
準
備
が
終
わ

る
と「
な
わ
と
び
た
く
さ
ん
跳

べ
る
よ
」「
友
達
と
遊
ん
で
く

る
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
。

　

い
よ
い
よ
楽
し
み
に
し
て

い
た
親
子
料
理
教
室
で
す
。

エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
着
け

て
参
加
し
ま
し
た
。
う
ろ
こ

や
分
店
の
根
本
幸
浩
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
の
り
巻
き
と

い
な
り
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。

「
ご
飯
は
こ
れ
く
ら
い
か
な
」

「
包
丁
を
使
う
時
は
猫
の
手

だ
よ
」と
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
作
り
ま
し
た
。「
上
手
に
巻

け
た
よ
」「
お
い
し
い
」と
大
満

足
。
作
る
楽
し
さ
や
食
べ
る

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
家
に
帰
る
と﹃
何
か
手
伝
う

こ
と
な
い
﹄と
早
速
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
普
段
は

一
緒
に
料
理
を
す
る
機
会
が

な
い
の
で
良
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
」と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
食
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
毎
日
の
お
弁
当
も
よ

り
一
層
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

そ
う
で
す
。

☆★小野わかば幼稚園★☆
美味しい！楽しい！親子料理教室

みんなで食べると
おいしいね♪

「
ご
飯
は
こ
れ
く
ら
い
か
な
」

「
包
丁
を
使
う
時
は
猫
の
手

だ
よ
」と
会
話
を
楽
し
み
な
が

いなり寿司の皮
が破けないよう
に気を付けて！

就寝時の窒息死事故が多発しています

　０歳児における不慮の事故死の中では、窒息によるものの占める割合が高く、特
に就寝時に多発しています。
　消費者庁が、厚生労働省「人口動態調査」の調査情報を分析したところ、平成22年
度から平成26年度までの５年間で、０歳児の就寝時の窒息死事故が事故死160件（不
慮の事故死全体の32％）と確認されました。

【具体的な注意ポイント】
・できるだけベビーベッドに寝かせ、転落しないように柵は常に上げておきましょう。
・子ども用の軽い掛け布団を使用し、敷布団やマットレス、枕は子ども用に固めのものを使用しましょう。
・寝ている子どもの顔の近くに、口や鼻を覆ったり、首に巻きついてしまう物は置かないようにしましょう。
・寝室には、子どもの頭や顔が挟まってしまう隙間をなくしましょう。
・１歳になるまでは、寝かせるときはあお向けに寝かせましょう。
・添い寝をしたまま寝込んでしまい、保護者の身体で子どもを圧迫してしまわないように注意しましょう。
問子育て支援課
☎72-2212

子育てコーナー
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☆★☆小野わかば幼稚園☆★☆

おのまちわかばたんけんたいの素敵な冒険

◎第３回　９月６日　「歴史・絶景探検in東堂山・緑とのふれあいの森公園」
　第3回は、本格的な探検に挑戦しました。東堂山でバスを降り、1時
間の山道を登りながら緑とふれあいの森公園を目指しました。「ここ来
たことある」「知ってる」と元気な子どもたち。キノコを探したり、きれ
いなお花を探したり、看板を見つけては「こっちだ」と探検隊になりきり
ながら進んでいきます。それでも後半になると「もう歩けない」と弱音を
吐く子もちらほら。でもみんながいるから不思議と、あと少し、あと少
しと最後まで全員が登り切りました。目的地に到着すると、高台から見
下ろす景色がとってもきれい。そして第1回で来た「あの公園だ」と安心
した様子。さっきまで弱音を吐いていた子どもたちも、鬼ごっこや遊具
で遊びはじめ、その姿は少しだけ成長したようにたくましく見えました。

◎第４回　10月18日　「歴史・絶景探検in古峯遊歩道・諏訪神社」
　第4回は、古峯遊歩道の展望台から夏井川を見ながら「ヤッホーと叫
ぶ」というのがミッションでした。前回の山道を登り切った自信からな
のか、落ち着いた様子でスタートしました。遊歩道を歩きながら、ホウ
ノ葉やドングリを拾ったりと秋ならではの拾いものを楽しみました。な
んなく展望台に到着し、最高の景色を見ながら全員で力いっぱい「ヤッ
ホー」と何度も叫びました。その後、秋の色いろビンゴを楽しみ、展望
台付近でお弁当を食べました。まだまだ遊び足りない様子でしたが、次
の目的地である諏訪神社へ向けて出発。しばらく歩くと、圧倒されるほ
どの大杉に遭遇。子どもたち全員で手をつないで幹の大きさを計測しま
した。生まれ育った町にこんな素敵な神社があることは誇りですね。今
回も達成感に満ちた探検になりました。

◎第５回　11月１日　「秋の味覚と焚き火を楽しもう！　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  in緑とのふれあいの森公園」
　第5回は、緑とのふれあいの森公園でちびっこ芋煮会を行いました。
芋煮の野菜はすべて町内産で、お味噌もこんにゃくも手作り。ばら組さ
んは、薪を拾い、みんなが持ち寄ったお米を釜で炊くというミッション。
お米をといで大量に薪を集めて火をおこし、釜から溢れる蒸気とお米の
匂いを嗅ぎました。ゆり組さんは、ドキドキしながら野菜カットに挑
戦。ダイコンやニンジンなど、なんと40人分です。切っている子ども
たちより、見ている先生の方がドキドキしました。お米も炊けて、おに
ぎり作りに挑戦。おにぎりができた頃に芋煮も完成し、最高の芋煮パー
ティーになりました。子どもたちが「なんか、おいしい」と口ずさんでい
たのが印象的でした。みんなで作って、お外で食べたら、やっぱり「な
んか、おいしい」よね。

報告：郡山女子大学 短期大学部 幼児教育学科 柴田卓
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図書館
l i b r a r y

◎「図書・新聞に親しむ月間」

　11月は町民が積極的に図書・新聞などの活字に
親しむための「図書・新聞に親しむ月間」となって
います。これに合わせ、関連した事業が行われま
した。

「図書館ぬいぐるみおとまり会」

　子どもたちから預かったぬいぐるみを図書館で
一泊させる「おとまり会」を11月５日と６日に行い
ました。ぬいぐるみたちが図書館内で過ごす様子
を撮影した小冊子と、ぬいぐるみのおすすめの本
を子どもたちに渡しました。ぬいぐるみを迎えに
来た子どもたちは、自分の代わりに図書館泊まっ
たぬいぐるみと再会し、さらに本への親しみを感
じたようでした。

「どくしょスタートバッグ」贈呈式

　町内の小学１年生を対象とした「どくしょスター
トバッグ」の贈呈式が各小学校で行われました。は
じめに、西牧教育長から「皆さん、たくさん本を読
んで、本を好きになってください」とお話があり、
子どもたちに自分が選んだ本一冊と小桜ちゃんが
プリントされたオリジナルの図書館バッグが手渡
されました。

「どくしょスタートバッグ」の贈呈を受けた
夏井一小の児童の皆さん

読書マラソン走者数（11月１日現在）

一般
９人

小学生以下
　 32 人

◎今月の読書マラソン走者数

読書マラソン走者数（11月１日現在）

◎ふるさと文化の館　行事カレンダー

△…休館日　○…ちびっこおはなし会
「ちびっこおはなし会」では、乳幼児を対象とした絵本の読み聞かせや手遊びを行っています。
□時間：午前11時から午前11時20分まで　□場所：こどもの笑顔ひろば（ふるさと文化の館内）

12月 １月

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

問ふるさと文化の館
☎ 72－ 2120

ふ る さ と
文 化 の 館
情 　 　 報
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読書活動のためのご寄付いただきました

　地域の皆さんの読書活動のためにと、関東エラストマー株式会社と福島民報社からご寄付をいただきまし
た。紙上より厚くお礼申し上げます。

　子どもたちの読書活動に役立ててほしいと、
関東エラストマー株式会社の安藤知巳工場長と
村上初雄係長が11月９日、町長室を訪れ、図書
カードの寄付をいただきました。子ども向けの
絵本を購入し、ふるさと文化の館内のこどもの
笑顔ひろばに本を設置しました。子どもたちの
読書に活用させていただきます。

　福島民報社の市川純一編集局紙面管理部長が
11月22日、町長室を訪れ、図書の寄贈をいただ
きました。同社発行の県内に関する図書など52
冊で、町民の皆さんにご利用いただけるよう、
図書館内にコーナーを設けましたので、ぜひご
利用ください。

左から西牧教育長、町長、安藤工場長、村上係長 町長（右）に目録を手渡す市川編集局紙面管理部長

　町外れのモンスター・ホテルはお化けたち
専用のホテルです。クリスマスイブの夜、ド
ラキュラ男爵は熱を出し倒れているおじいさ
んを助けホテルに連れていきます。「届けな
くちゃ」とうわ言を繰り返す、おじいさんの
代わりにモンスターたちは届け物をすること
になり…。風変わりで憎めないモンスターた
ちの愉快な物語です。（小学校低学年以上）

　ジュアンとフェネラは叔父の財産を引き継
ぐためマン島に向かい、４つの謎解きに挑む
うち、殺人事件に巻き込まれます。２人の挑
戦を描いた表題作のほか、名探偵ポワロが盗
まれたルビーを探し活躍する「クリスマスの
冒険」など、ミステリーの女王クリスティー
の没後20年を経て集められた作品10編を収
めた短編集です。

『マン島の黄金』

アガサ・クリスティー／著
中村妙子 ほか／訳
早川書房／刊

『モンスター・ホテル
でクリスマス』

柏葉幸子／作
高畠純／絵
小峰書店／刊

一 般 書児 童 書

お す す めの

本

◎関東エラストマー株式会社 ◎福島民報社
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君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  72−3171　FAX  72−6211
http：//www.ono-h.fks.ed.jp

柏葉祭大成功！

マラソン大会

　柏葉祭が10月21日から23日までの３日間行われました。開
祭式から始まり、21日・22日の校内発表では、各部や団体が
日頃の練習や学習の成果を発表しました。10月23日の一般公
開では各クラスが協力して準備し、工夫を凝らした企画で来
場者をもてなしました。
　多くの町民の皆さんにお越しいただき、誠にありがとうご
ざいました。

　10月28日にマラソン大会を行いました。
　途中から冷たい雨が降り始めてしまいまし
たが、生徒たちは懸命に走り続け、参加者全
員が時間内に完走することができました。
　沿道で声を掛けていただいた方々や、交通
整理にご協力いただいた町民の皆さんありが
とうございました。

小野町・石垣市交流事業「沖縄県立八重山
農林高等学校との生徒交流派遣研修」任命式

1_焼きそばを作る様子／2_農

業クラブによるシクラメン販

売／3_校内発表

　生徒会長の多熊琉人さん（小野中出身）をはじめと
する派遣生徒10人の任命式が10月27日に行われま
した。
　生徒たちは12月８日から12日までの４泊５日の日
程で石垣市を訪問し、八重山農林高校の生徒との交
流や学校祭である「花と緑と食の祭り」への参加など
を通して、小野高校や町の魅力、また県の復興を発
信してくる予定です。

1

2 3

小野高通信
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小野高校職場体験
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　小野高校の１年生が11月９日と10日に町
内の事業所などで職場体験をしました。役場
にも５人が訪れ、そのうち竹内綾花さんが広
報の仕事に挑戦しました。同じく役場で職場
体験中の同級生にインタビューし、記事を作
成しました。
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。
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国 民 年 金 コ ー ナ ー

◆国民年金付加年金制度とは
　国民年金の定額保険料に加えて、付加保
険料（月額400円）を納めると、年金受給時
に付加年金が上乗せされます。
　付加年金の金額は、「200円×付加保険料
納付月数」（年額）です。
　付加年金は定額のため、物価の変動によ
る増額・減額はありません。
　例えば、20歳から60歳まで40年間、付
加保険料を納めていた場合の付加年金額は
下記の図とおりです。　
◆納付できる方
・国民年金第１号被保険者（自営業者、農
　業者、学生の方など）
・65歳未満の任意加入被保険者
※厚生年金に加入している方や、国民年金
　基金に加入している方、保険料を免除さ
　れている方は、付加保険料を納付するこ
　とはできません。

◆手続き
　役場窓口または年金事務所に申出書をご
提出ください。
◆注意事項など
・付加保険料の納付は申し込みをした月分
　からとなります。（さかのぼって納付す
　ることはできません）
・納付期限は原則翌月末日（休日・祝日の
　場合は翌営業日）です。
※納付期限を過ぎた場合でも、期限から２
　年間は納付することができますが、納め
　忘れ防止のためにも期限内に納付するよ
　うにしましょう。
・付加保険料を納付することを希望しなく
　なった場合は、付加保険料納付辞退申出
　書の提出が必要となります。
問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課　☎72-6933

将来の年金受給額を増やすために
～付加年金制度のお知らせ～

（例）40年間（480カ月）付加保険料を納めた場合の付加年金額

200円　×　480カ月　=　96,000円（年額）

◆納付済保険料　400円　×　480カ月　=　192,000円

◆付加年金額 96,000円

１年目（65歳）

96,000円

２年目

96,000円

３年目
※年金を受給してから２年で、納付した付加保険料の合計額に見合う付加年金
　額を受けられます。
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お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n
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い

ま
す
。

　

ま
た
９
月
末
に
新
し
い
保
険

証
を
お
送
り
し
た
際
に「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
︲
６
９
３
３

雇
用
保
険
適
用
拡
大
の

お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
65
歳
以

上
の
方
も
条
件（
※
）を
満
た
せ

ば
、
新
た
に
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公

共
職
業
安
定
所
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

　

20
時
間
以
上
で
あ
り
、
31
日

　

以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

　

こ
と
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
雇
用
保

険
適
用
課

☎
０
２
４
︲
９
４
２
︲
８
６
０
９

　
（
部
門
コ
ー
ド
21
＃
）

視
覚
障
が
い
者
の

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
立
盲
学
校
で
は
、
疾
病
な

ど
に
よ
る
視
覚
障
が
い
で
、
進

学
や
就
学
、
就
労
に
お
困
り
の

方
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

と
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
対
象

　

原
則
18
歳
以
上
の
方（
高
校

生
も
可
）

◆
開
催
日

　

毎
月
第
２
・
４
週
の
㊊
か
ら
㊎
ま
で

◆
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◆
場
所

　

県
立
盲
学
校（
福
島
市
森
合

町
６
︲
３
４
）

問
県
立
盲
学
校

☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
２
５
７
４

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

の
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

12
月
29
日
㊍
か
ら
平
成
29
年

１
月
３
日
㊋
ま
で
は
、
年
末
年

始
の
た
め
、
し
尿
の
く
み
取
り

業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

く
み
取
り
を
希
望
す
る
場
合

は
、
早
め
に
町
民
生
活
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
ト
イ
レ
に
は
、
し
尿
お

よ
び
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
異
物
を
混
入
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
︲
６
９
３
３

田
村
地
方
衛
生
処
理

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

◆
口
座
振
替
の
利
用
に
つ
い
て

　

し
尿
の
く
み
取
り
手
数
料
、

浄
化
槽
の
保
守
点
検
料
な
ど

は
、
町
内
の
金
融
機
関
窓
口
で

口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

納
入
に
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
浄
化
槽
の
管
理
に
つ
い
て

　

台
所
で
食
器
な
ど
を
洗
浄
す

る
際
は
、
い
っ
た
ん
紙
な
ど
で

油
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗

浄
し
、
ま
た
米
の
と
ぎ
汁
は
庭

木
な
ど
の
肥
料
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

☎
８
２
︲
１
２
７
２
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小野高校からシクラメンを
寄付いただきました

　小野高校の生徒が11月４日、役場を訪れ、
授業の一環として育てたシクラメンを寄付い
ただきました。
　寄付いただいたシクラメンは役場窓口と町
長室に飾られ、役場を訪れた皆さんの心を和
ませています。
　小野高校のご厚意に対し、紙上より厚くお
礼申しあげます。

町長（中央）と小野高校の生徒の皆さん

宇佐見留男さん（湯沢）から
菊をお借りしました

　宇佐見留男さん（湯沢）のご厚意によ
り菊をお借りし、町長室に飾らせてい
ただきました。
　宇佐見さんのご厚意に対し、紙上よ
り厚くお礼申しあげます。

　新年を迎えるにあたり、希望と決意を新たに町民相互の親
しんぼく

睦と融和を図るため、
新年交礼会を下記のとおり開催します。参加を希望される方はお申し込みください。
◆日時
　平成29年１月４日㊌正午から
◆場所
　多目的研修集会施設（大ホール）
◆会費
　2,000円
◆申し込み期日
　12月20日㊋
◆申し込み方法
　会費を添えて総務課または行政区長さんまでお申し込みください。
問総務課
☎72-2111

平成29年新年交礼会を開催します
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申告の準備を始めましょう！
～農業申告と営業申告～

　農業収入や営業収入の申告をする場合、収入金額を把握することはもちろんですが、必要経費を項目ごと
にまとめることでスムーズに申告書が作成できます。
　領収書など多くの書類を整理することになりますが、下記を参考にまとめてみてください。

■ 米や野菜、家畜などの販売金
■ 農業共済無事戻金や転作助成金
■ 東京電力からの賠償金　など
※自家消費分や親戚への贈答分は､ その金額
　を見積もり収入に計上します。

収　入

　主な経費は次のとおりです。項目ごとに領
収書をまとめてください。
＜米作・畑作関係＞
■種苗費、肥料費、農薬費、農具費など
＜畜産関係＞
■素蓄費、肥料費、飼料費、衛生費（診療費・
　削

さくてい

蹄代）など
＜共通＞
■租税公課費（農業用車両の税金、固定資産
　税など）、減価償却費
■修繕費、光熱費（農業で使用しているもの
　に限る）
■農業共済掛金、委託料、雑費（農業に関す
　る経費一般）
※JA情報マネージメントをお持ちの場合は、
　項目ごとに合計額が記載されていますので、
　参考にしてください。
※自家用と農業で兼用している車両の燃料費
　や電気料などは、その使用割合に応じて按
　分し農業分の経費を計算します。
※10万円以上で購入した農業用車両や農機具
　は、原則として減価償却費の対象となります。

経　費

農業申告

■ 売り上げ
■ 雑収入　など
※実際に仕事が完了して請求金額が決まって
　いる場合、原則として未入金でもその年の
　収入として申告します。

収　入

　主な経費は次のとおりです。項目ごとに領
収書をまとめてください。
■仕入金
■給料賃金、外注工賃、減価償却費、貸倒金、
　地代家賃、利子割引料
■租税公課費、荷造運賃、水道光熱費、旅費
　交通費、通信費、 広告宣伝費、接待交際費、
　損害保険料、修繕費、消耗品費など
■専従者控除（従事期間が6カ月を超える場合のみ）
※事務所兼自宅の電気料や電話料などを合算
　して支払いしている場合、その使用割合に
　応じて按分し営業分の経費を計算します。
※白色申告の場合、取得価額が10万円未満ま
　たは使用可能期間が１年未満の償却資産は、
　使用を開始した年に全額経費にできます。
　また取得価額が10万円以上20万円未満の場
　合は３年間で３分の１ずつ経費にできます
　が、20万円以上のものは原則として減価償
　却費となります。（青色申告の場合は取り扱
　いが異なります）
※専従者控除を受けた場合、配偶者（特別）控
　除や扶養控除を受けられなくなります。

経　費

営業申告

◆生命保険料控除と地震保険料控除

　生命保険料控除や地震保険料控除を受ける方は、必ず「保険料控除証明書」をご準備ください。保険料の支
払証明書では控除を受けることができません。
　控除証明書を紛失してしまった場合には、加入している保険会社などに再発行の手続きについてお問い合
わせください。
問税務課　☎72-6932
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◎運動重点
①金融機関などを対象とする強盗などの犯罪被害防止
②「なりすまし詐欺」の未然防止
③子どもと女性の犯罪防止
　12月15日は「なりすまし詐欺」被害ゼロの日で
す。次の場合は「なりすまし詐欺」の恐れがあり
ますので、すぐに家族や警察に相談しましょう。
・電話で息子や孫を名乗る者がお金を頼んでくる。
・公的機関から電話で「還付金がある」と言われる。
・メールでインターネットサイトの利用料金を
　請求される。
そ　相談する
れ　連絡する
う　鵜

う の

呑みにしない
そ　送金しない
か　確認する
も　もう一度、確認する

年末年始における地域安全運動
～みんなでつくろう安心の街～

（12月10日から平成29年１月７日まで）

　年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動が
12月10日から平成29年１月７日まで実施され
ます。
　毎年この時期は、夕暮れ時から夜間にかけて
交通事故が多発し、高齢歩行者などが被害に遭
う可能性が懸念されます。
　交通事故を防止するため、交通ルールを遵守
し、交通事故に遭わない・起こさない行動を習
慣付け、交通安全にご協力ください。
◎スローガン
　「こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ」
◎運動の基本
　高齢者の交通事故防止
◎運動の重点
・夕暮れ時や夜間の交通事故防止（特に反射材
　用品などの着用の推進）
・後部座席を含めたすべての座席のシートベル
　トとチャイルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
（12月10日から平成29年１月７日まで）

　年末年始は、特有の慌ただしい時季となりま
すので、火の取り扱いには十分注意しましょう。
◎住宅防火対策
・調理中に火の元から離れる時は必ず火を消す。
・暖房器具の周りに燃えやすいものを置かない。
・外出の際は火の元を確認する。
・住宅用火災警報器を設置する。
◎放火防止対策
・建物の周りに燃えやすいものを置かない。
・車庫や物置などは施錠する。
・夜間にごみ出しをしない。
問郡山消防本部予防課
☎024-923-8172

年末年始火災予防運動
（12月15日から平成29年１月14日まで）

　セルフスタンドで安全に給油するため、次の
ことを守りましょう。
・エンジンをかけたまま給油しない。
・静電気除去シートに触れてから給油する。
・給油中にライターなどの火気は使用しない。
・自分でガソリン容器への小分けをしない。
問郡山消防本部予防課
☎024-923-8172

セルフスタンドにおける安全な給油

郡山広域消防組合から

　気温が低く、空気が乾燥し、インフルエンザ
が流行する時季になりました。
　インフルエンザを予防するために次のことに
取り組みましょう。
・手洗いうがいを励行する。
・睡眠と栄養を十分に取る。
・人混みをできるだけ避ける。
問郡山消防本部消防課
☎024-923-8173

インフルエンザの予防
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平成27年度の決算状況について

　平成27年度は、県から派遣いただいた２人の
常勤医師の増員に伴い、入院患者・外来患者数
ともに増加となり、また環境改善加算なども加
わり医業収益は大幅な増収となりました。支出
面においては、旧病院建物の解体工事費や患者
送迎バスルートの拡充経費、患者数増加に伴う
薬品などの材料費も増加となりました。
　平成27年度の決算状況は、収入2,292,106千
円に対し支出が2,278,711千円となっており、
収支差引で13,395千円の黒字決算となりました
問公立小野町地方綜合病院　☎72-3181

■過去３年間の決算状況
（単位：千円）

年度 収入 支出 収支差引
平成25年度 1,727,756 1,612,304 115,452

平成26年度 1,803,642 2,890,231 △1,086,589

平成27年度 2,292,106 2,278,711 13,395

※平成26年度の決算状況については、旧病院建
　物などの資産の除却などを行い、1,101,459
　千円の特別損失を計上したため赤字決算となっ
　ています。

　献血を10月30日、小町ふれあいフェスタ会場
で実施し、町内外の皆さんにご協力をいただき
ました。
　当日の献血では、小野町ライオンズクラブか
ら、社会貢献活動の一環として「卵」の提供があ
り、献血に協力された方へ記念品として配布さ
れました。
　献血にご協力いただいた皆さん、小野町ライ
オンズクラブの皆さんに対し、紙上より厚くお
礼を申し上げます。
　現在までの献血状況は、本年度の町目標に対
して66％程度と低い状況です。これからの冬期
間は、特に輸血用血液が不足するため、今後よ
り一層の皆さんのご協力をお願いします。なお
献血状況の詳細は下表のとおりです。
問健康福祉課
☎72-6934

献血のご協力ありがとうございました

卵を提供いただいた小野町ライオンズクラブの皆さん

■平成28年度献血実施状況
平成28年度

目標（人）
10月までの
献血数（人）

達成率
（％）

200ml 14 ６ 42.9
400ml 233 157 67.4

合計 247 163 66.0
※輸血を受ける方の安全面から400ml献血を勧めてい
　ます。

❖行事カレンダー information

■親子の教室
月 日 行事 時間 場所

12
19㊊ ママの

リフレッシュ教室
受付

10:00～10:15 子育て支援課
キッズルーム

20㊋ 育児教室 受付
10:00～10:15

■健康づくり
月 日 行事 時間 場所

12 16㊎ こころの相談室 予約制
14:00～16:00 母子

健康センター

１

10㊋ 健康相談日 9:00～12:00

12㊍ 夜間ヘルスアップ
運動教室 19:00～20:30 町民体育館

13㊎ ヘルスアップ
運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設

◇ 町 税 等 納 期 の ご 案 内 ◇

固 定 資 産 税（３期）
国 民 健 康 保 険 税（６期）
介 護 保 険 料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

12
   26㊊

納 期 限

※口座振替の方は、納期限の前日までに口座残高

　の確認をお願いします。

※固定資産税および国民健康保険税はコンビニエ

　ンスストアでも納付できます。ただし、納期限

　後、30日を経過した納付書は使用できません。

※口座振替は、指定の口座から納期限日に自動的

　に振り替えて納付できる便利な制度です。ぜひ

　ご利用ください。

公立小野町地方綜合病院から
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　◆田村地方夜間診療所の当番医

※電話確認の上、受診してください。詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/
◆こども救急電話相談　
　受付時間：午後７時から翌朝午前8時まで（年中無休）　☎024-521-3790　
　詳しくは、「こどもの救急についてのウェブサイト」をご覧ください。
　http://www.cms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/contents?CONTENTS_ID=27667

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

さいとう医院 都路診療所 まつざき内科
胃腸科クリニック

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日

大方病院 石塚医院 橋本医院 秋元病院

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

島貫整形外科 白岩医院 かみや内科
クリニック

南東北滝根
診療所 雷クリニック

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

西山医院 青山医院 中央通り
クリニックやない 矢吹医院

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

青山医院 せんざき医院 のざわ内科
クリニック

　◆休日当番医・院外薬局

【12 月】

【１月】

月 日 当番医 電話番号 薬局 電話番号

12

18㊐ 春山医院（三春町） 62-3239

23㊗ かとうの内科クリニック（田村市船引町） 81-1388 わたなべ調剤薬局（田村市船引町） 81-1293

25㊐ 石塚医院（小野町） 72-2161 ヤナイ調剤薬局（小野町） 72-5912

29㊍ 東部台こどもクリニック（田村市船引町） 81-2580 コスモ調剤薬局東部台店（田村市船引町） 81-2205

30㊎ 矢吹医院（三春町） 62-3015 浜田薬局（三春町） 62-2202

31㊏ 総合南東北病院付属大越診療所（田村市大越町） 79-2121 わたなべ調剤薬局（田村市船引町） 81-1293

診療内容：内科、小児科疾患の一次救急です。　受付時間：午後７時から午後９時30分まで
問田村地方夜間診療所　☎81-2233

１

１㊗ さいとう医院（小野町） 72-2500

２㊗ さとう耳鼻咽喉科クリニック（田村市船引町） 81-1333 げんじろう調剤薬局船引店（田村市船引町） 81-1555

３㊋ 三春病院（三春町） 62-3131

８㊐ まつざき内科胃腸科クリニック（田村市常葉町） 77-2870 千寿堂薬局たむら店（田村市常葉町） 77-3831

９㊗ 橋本医院（小野町） 72-3711 コスモ調剤薬局小野新町店（小野町） 71-0305

15㊐ まつえ整形外科（田村市船引町） 81-1222 げんじろう調剤薬局船引店（田村市船引店） 81-1555
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

食 品 な ど の 放 射 能 測 定 結 果

◎食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
　飲料水…10Bq/kg　牛乳・乳幼児食品 …50Bq/kg

　一般食品…100Bq/kg

※平成24年４月から新しい基準値が設定されました。

【検査を希望される方へのお願い】
　①土やゴミなどの汚れをきれいに洗い流し、すぐに調
　　理できる状態で持参してください。
　②検体は１kgを持参してください。
　※量が少ないと正確な数値が出ない場合があります。

上 水 道 水 質 検 査 結 果

問健康福祉課　☎72-6934

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
10 ２ イノシシ肉 332.5～1194.0
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

　町で実施している簡易検査、ゲルマニウム半導体放射能測
定器および非破壊式測定器による検査結果をお知らせします。

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
10 ２ ハチミツ
※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【簡易測定器による測定結果】

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
10 10 シシタケ 196.3～1143.8
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10

21 水道水
５ 井戸水、引き水

６ オリミキ、マイタケ、スギタケ、
シシタケ、シシタケご飯

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【ゲルマニウム半導体放射能測定器による測定結果】

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
10 ３ シシタケ 117.7～1010.6
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10 ８ ナガイモ、バレイショ、サルナシ、
ハタケシメジ、マツタケ、シシタケ

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【非破壊式測定器による測定結果】

■町の人口・世帯数（　）内は前月比
平成28年11月１日現在

人口
男 5,036人（　　△６人）
女 5,238人（　　△８人）
計 10,274人（　　△14人）

世帯数 3,425世帯（　△７世帯）
福島県現住人口調査結果から

　９月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/mℓ以下 0CFU/mℓ
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 7.4mg/ℓ
有機物（TOC） 3mg/ℓ以下 0.7mg/ℓ

PH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 1度未満
濁度 2度以下 0.1度未満

問地域整備課　☎ 72-6936

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載しています。

❖お く や み 申 し 上 げ ま す❖
　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

大　樂　サ　ト　　　　９６　　　　大 八

草　野　喜　伸　　　　８５　　　　谷 津 作

中　野　國　司　　　　６９　　　　皮 籠 石

草　野　　康　　　　　８３　　　　飯 豊 上

村　上　アサヨ　　　　９５　　　　飯 豊 上

宗　像　ト　ヨ　　　　８３　　　　飯 豊 下

長谷川　衛　子　　　　９３　　　　浮 金

松　本　トクヨ　　　１００　　　　湯 沢

草　野　トク子　　　　８６　　　　塩庭一区

常　恒　充　雄　　　　８７　　　　塩庭二区

　　　　　　　　　　　　　　　　（10月届出分）

❖お 誕 生 お め で と う❖
　　氏　名　　 　 　　 父 ・　母 　行 政 区

大 樂　真 未　（ ま み ）　 勝 ・裕 子　大 八
國 分　夢 翔　（ないと）　翔 兵・千 佳　平 舘
國 分　叶 翔　（ と わ ）　翔 兵・千 佳　平 舘
大 方　尊 琉　（たける）　真 樹・百合恵　飯 豊 上
國 分　笑 愛　（ え ま ）　寿 雄・萌 香　飯 豊 下
助 川　 愁 　（しゅう）　克 也・ 望 　飯 豊 下
佐 藤　悠 生　（ゆうせい）　雅 臣・福 子　湯 沢
冨 澤　優 太　（ゆうた）　伸 一・昭 奈　和 名 田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月届出分）
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　町の特産品ＰＲ活動を行う町内の個人または
団体を支援するために、町が所有している移動
販売車を無料で貸し出しします。
■対象となる活動
・小野町の産物の販売およびＰＲ活動
・小野町において製造、加工されている商品の
　販売およびＰＲ活動
■貸出車両
　ニッサン・軽貨物（いわき480か9387）
■装備
・調理用テーブル
・ＩＨ調理器
・水栓２カ所
・給排水タンク
・２槽シンク
・2,600ワット発電機
■貸出期間
　７日以内
　※町が公務で使用する場合は貸し出しできません。

■申請方法
　使用する７日前までに申請してください。
※災害などで緊急に使用する場合は、貸し出しを
　取り消す場合があります。
■負担
・交通事故が発生した場合は、町が加入している
　保険の範囲内で対応します。保険による補填を
　超える分は、使用者が負担してください。
・交通事故以外でき損した場合は、使用者の負担
　で原状回復してください。
・運転者および同乗者の保険については、使用者
　で負担してください。
・使用後は、使用した分のガソリンを補給し、清
　掃して返却してください。
■その他
　移動販売車で調理したものを販売する場合は、
食品営業許可が必要となります。
問産業振興課
☎72-6938

町の特産品ＰＲに
ご利用ください

移動販売車（キッチンカー）を
無料で貸し出しします！
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